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一　

は
じ
め
に

　

土
岐
善
麿
（
一
八
八
五

－

一
九
八
〇
）
は
、
同
年
生
ま
れ
の
若
山
牧
水

（
一
八
八
五

－

一
九
二
八
）、
北
原
白
秋
（
一
八
八
五

－

一
九
四
二
）
と
早

稲
田
大
学
で
共
に
学
び
語
り
合
っ
た
二
十
代
の
初
め
か
ら
十
年
余
り
、
土

岐
哀
果
と
い
う
筆
名
を
用
い
た
。
土
岐
哀
果
と
い
え
ば
、
ロ
ー
マ
字
三
行

書
き
の
歌
集
『N

A
K

IW
A

RA
I

』（
一
九
一
〇
）
で
颯
爽
と
登
場
し
た
青

年
歌
人
で
、
石
川
啄
木
（
一
八
八
六

－

一
九
一
二
）
と
親
し
く
交
流
し
、

そ
の
三
行
書
き
短
歌
に
影
響
を
与
え
た
ば
か
り
か
、
早
世
し
た
啄
木
の
作

品
を
世
に
出
す
の
に
尽
力
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。

　

そ
の
哀
果
が
『N

A
K

IW
A

RA
I

』
か
ら
五
年
、
三
〇
歳
の
年
に
『
作

者
別
萬
葉
短
歌
全
集
』（
一
九
一
五
）
を
刊
行
し
た
。
そ
の
後
長
歌
等
を

加
え
て
『
作
者
別
萬
葉
全
集
』（
一
九
二
二
）
と
し
て
完
成
さ
れ
る
こ
の

本
に
つ
い
て
、
冷
水
茂
太
は
「
土
岐
善
麿
の
数
多
い
著
作
の
中
で
、
も
っ

と
も
広
く
読
ま
れ
、
も
っ
と
も
よ
く
売
れ
た
本
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。（
冷

水
一
九
八
五
、
三
一
八
頁
）」
と
述
べ
て
い
る（

1
（

。

　

一
九
一
八
年
ご
ろ
、
彼
は
「
哀
果
」
と
い
う
筆
名
か
ら
離
れ
作
歌
を
五

年
ほ
ど
中
断
、
そ
の
後
の
六
〇
年
余
り
は
本
名
の
善
麿
を
使
い
、
短
歌
を

は
じ
め
新
作
能
や
ロ
ー
マ
字
運
動
、
国
語
審
議
会
議
長
や
日
比
谷
図
書
館

長
な
ど
も
務
め
て
、
言
葉
に
か
か
わ
る
文
化
活
動
に
幅
広
く
活
躍
し
た
。

　

一
九
三
七
年
に
日
中
戦
争
が
全
面
化
し
て
か
ら
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
が

日
本
の
降
伏
で
終
わ
る
一
九
四
五
年
の
夏
ま
で
の
、
日
本
社
会
全
体
が
戦

争
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
く
時
期
に
、『
萬
葉
集
』
は
戦
争
協
力
を
促
す
国

民
統
合
の
象
徴
と
し
て
の
役
割
を
帯
び
て
「
国
民
」
に
広
く
親
し
ま
れ
た
。

善
麿
が
六
〇
歳
の
年
に
迎
え
た
敗
戦
は
、
そ
の
人
生
の
大
き
な
転
換
点
と

な
っ
た
。
戦
争
中
の
田
安
宗
武
研
究
を
契
機
に
戦
後
は
学
究
の
道
を
歩
む

土
岐
善
麿
と
『
萬
葉
集
』

─
『
作
者
別
萬
葉
短
歌
全
集
』（
一
九
一
五
）
を
起
点
と
し
て

─
河　

路　

由　

佳
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善
麿
の
戦
中
戦
後
を
支
え
た
の
は
、『
萬
葉
集
』
へ
の
信
頼
で
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。

　

本
稿
は
、『
作
者
別
萬
葉
短
歌
全
集
』
を
起
点
と
し
て
、
敗
戦
前
後
の

一
九
四
〇
年
代
に
重
点
を
お
き
つ
つ
、
善
麿
と
『
萬
葉
集
』
の
生
涯
に
わ

た
る
関
係
に
つ
い
て
検
証
し
、
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
本
文
中
の
引
用
に
つ
い
て
、
原
則
と
し
て
漢
字
の
字
体
は
現
代

一
般
に
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
に
改
め
て
示
す
。
引
用
文
中
の
〔
…
〕
は
、

河
路
に
よ
る
中
略
、
亀
甲
内
は
河
路
に
よ
る
説
明
で
あ
る
。

二　

�『
作
者
別
萬
葉
全
集
』
の
編
纂
と
三
人
の
『
萬
葉
集
』�

研
究
家
と
の
出
会
い

　
『N

A
K

IW
A

RA
I

』
の
作
品
は
、
体
裁
も
内
容
も
お
よ
そ
『
萬
葉
集
』

と
は
無
縁
に
見
え
る
。

T
ôku yori kite kau m

ono w
o,

H
itotsu dani yokei w

a irezu,

　

Pan-ya no M
usum

e.

　

青
春
性
の
あ
る
抒
情
的
な
作
品
の
中
に
、
こ
の
よ
う
に
密
か
な
心
の
機

微
を
掬
い
取
っ
た
よ
う
な
作
品
が
あ
り
、
石
川
啄
木
の
『
一
握
の
砂
』
が

そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
今
日
も
新
鮮
さ
を
失
っ
て
い
な
い（

2
（

。

　

早
稲
田
大
学
で
は
英
文
学
を
専
攻
、
ロ
シ
ア
文
学
に
も
関
心
の
高
か
っ

た
哀
果
は
、
学
生
時
代
、
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
の
全
集
を
買
う
た
め
に
父
の
蔵

書
の
「
大
部
な
和
本
の
『
萬
葉
集
』」
を
売
っ
た
こ
と
が
あ
る
（
土
岐

一
九
一
五
、二
一
頁（

（
（

）。「
萬
葉
集
も
何
も
あ
る
も
の
か
、
僕
は
僕
の
感
情

思
想
乃
至
生
活
を
僕
の
現
代
語
で
う
た
ふ
だ
け
だ
（
同
、二
二
頁
）」
と
思
っ

て
い
た
と
い
う
哀
果
は
、『
萬
葉
集
』
を
読
も
う
と
も
し
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
そ
の
哀
果
が
、一
九
一
五
年
十
一
月
に
『
作
者
別
萬
葉
短
歌
全
集
』

を
刊
行
し
た
の
は
如
何
な
る
事
情
に
よ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

哀
果
は
、『
作
者
別
萬
葉
短
歌
全
集
』
巻
末
の
「
編
纂
手
記
」
に
先
立
っ

て
、
月
刊
誌
『
生
活
と
芸
術
』
の
同
年
八
月
号
に
「『
萬
葉
短
歌
全
集
』

編
集
手
記
」
を
発
表
し
て
い
る
。
ま
た
、
冷
水
茂
太
（
一
九
八
五
）
に
、

善
麿
本
人
の
目
を
通
し
て
か
ら
発
表
し
た
と
い
う
「『
作
者
別
万
葉
全
集
』

の
て
ん
ま
つ
」（
二
九
四

－

三
一
八
頁
）
が
あ
る
。
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
編

纂
の
事
情
を
時
系
列
順
に
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

（ 

1
）
一
九
一
五
年
五
月
、
読
売
新
聞
社
の
記
者
生
活
と
並
行
し
て
雑

誌
『
生
活
と
芸
術
』
の
発
行
、執
筆
等
で
多
忙
を
極
め
た
善
麿
が
「
神

経
衰
弱
症
状
」に
陥
り
、医
師
の
勧
め
で
十
日
間
の
休
暇
を
と
っ
て「
し

ず
か
な
寂
し
い
と
こ
ろ
」
を
探
し
て
一
人
、
伊
豆
大
島
に
行
っ
た
。

（ 

2
）
帰
っ
て
か
ら
も
症
状
が
続
き
、
医
師
が
「
一
つ
の
こ
と
に
精
神

を
集
中
さ
せ
る
と
よ
い
」
と
勧
め
た
。
そ
こ
で
、
善
麿
は
、
気
に
な
っ

て
い
た
『
萬
葉
集
』
を
読
も
う
と
思
い
立
っ
た
。

（ 

3
）
善
麿
は
「
尊
重
す
る
に
し
て
も
尊
重
し
な
い
に
し
て
も
」『
萬
葉

集
』
は
通
読
す
べ
き
で
あ
る
と
思
っ
て
い
た
が
読
み
に
く
さ
に
阻
ま

れ（
（
（

、
作
者
別
に
ま
と
め
て
漢
字
か
な
交
じ
り
の
表
記
に
し
た
も
の
だ

け
を
並
べ
た
ら
ど
ん
な
に
読
み
や
す
い
か
と
思
っ
て
い
た（

（
（

。
集
中
を

要
す
る
こ
の
作
業
は
、
神
経
衰
弱
を
治
癒
す
る
の
に
も
っ
て
こ
い
の
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作
業
と
思
わ
れ
た
。

（ 

4
）
佐
佐
木
信
綱
に
相
談
し
、訓
や
作
者
の
考
証
は
鹿
持
雅
澄
の
『
萬

葉
集
古
義
』（
一
八
七
九（

（
（

）
に
よ
る
の
が
よ
い
と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
た（

（
（

。
こ
れ
に
基
づ
い
て
一
首
ず
つ
カ
ー
ド
に
と
っ
て
並
べ
替
え

る
作
業
を
始
め
、
特
に
八
月
は
妻
子
を
三
浦
三
崎
に
行
か
せ
て
、
そ

の
留
守
中
、
作
業
に
没
頭
し
て
原
稿
を
完
成
し
た
（
冷
水

一
九
八
三
、五
七
頁
）。

　

新
進
気
鋭
の
土
岐
哀
果
は
支
援
者
に
恵
ま
れ
、
序
文
は
与
謝
野
寛
、
尾

上
柴
舟
、
窪
田
通
治
（
空
穂
）、
跋
文
は
斎
藤
茂
吉
、
島
木
赤
彦
、
そ
し

て
佐
佐
木
信
綱
と
、
当
代
の
著
名
な
歌
人
た
ち
が
流
派
を
超
え
て
揃
い
踏

み
し
て
い
る
。
思
い
立
っ
て
か
ら
半
年
と
い
う
超
高
速
で
完
成
し
た
「
労

著
」
で
あ
っ
た
。
出
版
後
、
た
ち
ま
ち
話
題
に
な
っ
て
版
を
重
ね
る
が
、

好
意
的
な
評
価
の
多
い
な
か
、
古
泉
千
樫
が
『
ア
ラ
ラ
ギ
』
一
九
一
六
年

二
月
号
か
ら
四
月
号
に
「
土
岐
哀
果
編
萬
葉
短
歌
全
集
に
就
て
」
を
連
載
、

誤
り
を
具
体
的
に
指
摘
し
た
。
編
集
上
の
誤
り
の
ほ
か
誤
植
は
何
百
と
あ

る
と
厳
し
い
口
調
な
が
ら
、
説
得
力
の
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
（
冷
水

一
九
八
五
、三
〇
七

－

三
一
三
頁
）。

　

自
選
歌
集
『
空
を
仰
ぐ
』（
一
九
二
五
）
の
「
編
纂
小
記
」
で
、
善
麿

は
一
九
一
八
年
八
月
に
読
売
新
聞
社
を
辞
め
た
こ
と
に
触
れ
、
そ
の
と
き

「
つ
か
れ
た
心
身
を
し
ば
ら
く
静
養
し
つ
つ
、
か
つ
て
着
手
し
た
萬
葉
集

の
作
者
別
編
纂
に
最
後
の
整
理
を
加
へ
る
機
会
を
得
た
（
一
六
頁
）」
と
述

べ
て（

（
（

、
そ
の
成
果
が
一
九
二
二
年
九
月
に
出
版
さ
れ
た
『
作
者
別
萬
葉
全

集
』
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。
長
歌
や
旋
頭
歌
な
ど
も
含
め
た
全
作
品

土岐善麿〔編著〕（1928）『作者別萬
葉全集』上巻』（アルス）の扉（河
路蔵）

土岐哀果〔編〕（1915）『作者別
萬葉短歌全集』（東雲堂書店）
の扉（河路蔵）
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を
収
め
、
短
歌
に
つ
い
て
は
前
著
へ
の
古
泉
千
樫
の
指
摘
を
反
映
し
て
修

正
し
た
。
失
職
し
て
こ
の
作
業
に
専
念
し
た
数
か
月
、
善
麿
は
「
も
っ
と

労
働
の
中
に
飛
び
込
ん
で
ゆ
く
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
」「
労
働
者
に

安
く
、栄
養
の
あ
る
パ
ン
を
供
給
」す
る「
市
井
の
パ
ン
屋
に
な
ろ
う
」（
冷

水
一
九
七
四
、一
一
三
頁
）
と
真
剣
に
考
え
た
と
い
う
の
だ
が
、『
萬
葉
集
』

の
整
理
を
終
え
た
一
九
一
八
年
十
月
に
朝
日
新
聞
社
に
入
社
し
て
、
再
び

記
者
と
な
っ
た
。
遡
っ
て
一
九
一
六
年
九
月
の
歌
集
『
雑
音
の
中
』
か
ら

善
麿
は
短
歌
の
三
行
書
き
を
や
め
、
次
の
一
九
一
八
年
十
一
月
の
『
緑
の

地
平
』
を
最
後
に
、そ
れ
ま
で
ト
ル
ス
ト
イ
の
翻
訳
『
隠
遁
』（
一
九
一
三
）

や
、
ロ
ー
マ
字
に
よ
る
編
著
な
ど
で
も
用
い
て
、
人
々
に
親
し
ま
れ
た
筆

名
「
哀
果
」
を
使
う
の
を
や
め
、
同
時
に
作
歌
も
や
め
た（

（
（

。

　
『
作
者
別
萬
葉
全
集
』
の
編
纂
作
業
は
、
こ
の
よ
う
な
善
麿
の
個
人
的

な
転
機
を
賭
け
て
行
わ
れ
た
。

　

こ
の
本
は
版
を
重
ね
、
一
九
二
八
年
六
月
に
は
同
じ
出
版
社
ア
ル
ス
か

ら
新
し
い
装
丁
で
上
・
下
二
分
冊
の
「
普
及
版
」
が
、
さ
ら
に
一
九
三
一

年
六
月
に
は
改
造
文
庫
版
（
第
一
〇
一
篇
）
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
本
に
は
姉
妹
編
の
『
作
者
別
萬
葉
以
後
』（
一
九
二
六
年
十
二
月

ア
ル
ス
／
一
九
三
一
年
七
月
改
造
文
庫
第
一
〇
二
篇
）
が
あ
り
、『
古
今

和
歌
集
』
以
降
の
勅
撰
集
か
ら
選
ん
だ
主
な
歌
人
、
後
に
評
伝
を
書
く
源

実
朝
、
京
極
為
兼
を
含
む
二
三
名
の
作
品
を
、
年
代
順
に
並
べ
て
い
る
。

こ
の
人
選
等
に
つ
い
て
善
麿
は
二
歳
年
下
の
釈
迢
空
こ
と
国
文
学
者
、
折

口
信
夫
に
相
談
し
、
そ
の
教
え
に
し
た
が
っ
た
。
一
九
二
六
年
版
の
巻
末

に
は
、
折
口
に
よ
る
「
短
歌
本
質
成
立
の
時
代
─
萬
葉
集
以
後
の
歌
風
の

見
わ
た
し
」
と
題
し
た
五
〇
頁
に
わ
た
る
文
章
が
掲
げ
ら
れ
、「
こ
の
一

篇
は
、
わ
が
土
岐
善
麿
さ
ん
に
さ
し
あ
げ
る
。
こ
の
清
い
勤
し
み
を
以
て
、

善
い
な
か
ら
ひ
の
よ
ろ
こ
び
を
し
る
す
為
に
」
と
の
献
辞
が
添
え
ら
れ
て

い
る
。『
玉
葉
集
』『
風
雅
集
』
を
萬
葉
調
と
し
て
高
く
評
価
す
る
折
口
信

夫
の
見
解
を
、善
麿
は
引
き
継
い
だ
。
テ
キ
ス
ト
は
『
国
歌
大
観
』
に
よ
っ

た
。
自
分
に
と
っ
て
便
利
な
も
の
を
作
り
た
い
一
心
で
専
門
家
の
指
導
を

仰
い
で
作
っ
た
と
い
う
姿
勢
は
、
前
著
と
変
わ
ら
な
い
。
一
九
二
六
年
版

に
は
「
上
」
と
あ
っ
て
、
続
く
下
巻
は
近
代
以
降
の
も
の
だ
と
予
告
さ
れ

て
い
た
が
そ
れ
は
成
ら
ず
、一
九
三
一
年
版
で
は
「
上
」
の
文
字
が
消
え
た
。

　

佐
佐
木
信
綱
も
折
口
信
夫
も
『
萬
葉
集
』
の
研
究
家
で
あ
る
。
善
麿
は

彼
ら
の
影
響
を
受
け
て
、『
萬
葉
集
』
へ
の
理
解
と
敬
意
を
深
め
、
萬
葉

調
中
心
の
和
歌
史
観
を
描
い
て
い
っ
た
。
そ
れ
は
善
麿
が
目
指
し
た
自
然

主
義
、
生
活
派
の
短
歌
観
に
矛
盾
な
く
つ
な
が
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

も
う
一
人
、
善
麿
が
生
涯
、
敬
愛
の
念
を
持
ち
続
け
た
窪
田
空
穂

（
一
八
七
七
─
一
九
六
七
）
に
触
れ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
窪
田

も
『
萬
葉
集
』
の
研
究
家
で
あ
っ
た
。
善
麿
は
少
年
の
こ
ろ
窪
田
空
穂
の

『
ま
ひ
る
野
』（
一
九
〇
五
）
を
読
み
、「
そ
の
若
々
し
さ
、
活（
マ
マ
（々

し
さ
、

そ
の
鮮
や
か
さ
、
青
春
の
あ
く
が
れ
、
人
生
の
さ
び
し
さ
、
現
実
の
ち
か

ら
強
さ
」
に
感
動
し
て
「
初
め
て
純
真
な
リ
リ
ツ
ク
と
し
て
、
歌
と
い
ふ

も
の
ゝ
真
価
を
身
に
染
み
て
あ
ぢ
は
ふ
こ
と
が
で
き
た
」（
土
岐
一
九
二
三
、 

四

－

五
頁
）。
そ
し
て
『
作
者
別
萬
葉
短
歌
全
集
』
を
作
る
際
に
も
、
そ

の
年
二
月
に
刊
行
さ
れ
た
ば
か
り
の
窪
田
空
穂
の
『
萬
葉
集
選
』
を
「
す

ぐ
れ
た
理
解
を
示
し
て
ゐ
る
」（
土
岐
一
九
一
五
、二
三
頁
）
と
思
っ
た
。
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出
版
社
ア
ル
ス
の
粋
な
企
画
で
、
窪
田
空
穂
と
土
岐
哀
果
は
相
互
に
選

を
し
て
一
九
二
三
年
八
月
、
同
時
に
『
窪
田
空
穂
選
集
』
と
『
土
岐
哀
果

選
集
』
を
出
し
、
互
い
に
「
序
文
」
を
書
き
あ
っ
て
い
る
。
善
麿
は
窪
田

の
妻
を
亡
く
し
た
と
き
の
長
歌
等
を
紹
介
し
「
情
念
の
純
真
さ
」「
用
語

の
自
由
さ
」「
愛
の
深
さ
」「
感
情
の
強
さ
」「
こ
ま
や
か
さ
」に
つ
い
て「
萬

葉
人
に
ま
さ
る
と
も
劣
ら
な
い
」
と
書
い
た
。
善
麿
の
短
歌
の
理
想
が
萬

葉
で
あ
る
こ
と
が
こ
こ
に
も
示
さ
れ
て
い
る
。
空
穂
は
善
麿
に
柔
ら
か
く

短
歌
の
再
開
を
促
し
た
。
空
穂
四
五
歳
、
善
麿
三
八
歳
。
彼
ら
の
暮
ら
す

東
京
が
大
震
災
に
襲
わ
れ
、
善
麿
が
自
宅
を
焼
失
す
る
直
前
の
こ
と
で

あ
っ
た（
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。
三　

柿
本
人
麿
の
肖
像
画
と
の
出
会
い
と
田
安
宗
武
研
究

　

善
麿
は
「
み
づ
か
ら
整
理
し
た
萬
葉
に
よ
つ
て
、
そ
こ
に
年
処
を
絶
す

る
リ
リ
ツ
ク
の
強
さ
、
伝
統
の
ち
か
ら
、
人
間
性
の
な
つ
か
し
さ
を
あ
ぢ

は
ひ
知
つ
た
こ
と
は
、
感
謝
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（『
空
を
仰
ぐ
』

（
一
九
二
五
）「
編
纂
小
記
」）」
と
書
く
よ
う
に
、『
作
者
別
萬
葉
全
集
』
の
編

纂
作
業
を
通
し
て
、『
萬
葉
集
』
へ
の
親
し
み
と
信
頼
を
確
実
に
し
た
。

随
筆
集
『
柚
子
の
種
』（
一
九
二
九
）
に
は
、「
萬
葉
集
の
一
部
分
」
と
題

さ
れ
た
随
筆
が
あ
る
（
一
一
七

－

一
三
四
頁
）。「『
作
者
別
萬
葉
全
集
』

を
と
つ
て
、ま
づ
帝
王
の
と
こ
ろ
を
披
い
て
み
る
。」
と
い
う
書
き
出
し
で
、

雄
略
天
皇
の
作
風
の
考
察
に
は
じ
ま
り
、
柿
本
人
麿
と
山
部
赤
人
の
作
風

の
比
較
、
続
い
て
、
山
上
憶
良
と
大
伴
家
持
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
を
並
べ

て
そ
の
人
と
な
り
を
想
像
し
な
が
ら
鑑
賞
し
て
い
る
。
自
分
が
欲
し
か
っ

『土岐哀果選集（窪田空穂選）』（1923　
アルス）の扉（河路蔵）

『窪田空穂選集（土岐哀果選）』（1923　
アルス）の扉（河路蔵）
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た
本
を
作
っ
た
善
麿
が
、
そ
れ
を
活
用
し
て
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
善
麿
は『
萬
葉
集
』に
造
詣
深
い
歌
人
と
目
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、『
萬
葉
集
』
に
関
し
て
書
い
た
り
語
っ
た
り
す
る
機
会
が
増
え
た
。

　

一
九
三
二
年
刊
行
の
随
筆
集
『
文
芸
遊
狂
』
に
「
柿
本
人
麿
像
に
就
て
」

と
い
う
随
筆
が
あ
る
（
一
五
三

－

一
五
九
頁
）。
萬
葉
歌
人
で
「
歌
聖
」

と
し
て
崇
め
ら
れ
た
柿
本
人
麿
の
肖
像
画
を
見
た
感
動
を
つ
づ
っ
た
も
の

だ
が
、
こ
の
絵
を
描
か
せ
た
の
は
田
安
宗
武
で
あ
る
。
古
代
の
有
職
故
実

に
照
ら
し
て
正
し
い
人
麿
像
を
と
藤
原
千
春
に
描
か
せ
た
。
善
麿
が
見
た

の
は
、
そ
れ
と
同
じ
も
の
を
宗
武
の
死
後
、
息
子
の
定
延
が
同
じ
藤
原
千

春
に
描
か
せ
た
も
の
だ
と
紹
介
し
て
い
る
。
佐
佐
木
信
綱
の
所
持
品
で

あ
っ
た
。
人
麿
像
と
い
え
ば
、
平
安
時
代
か
ら
歌
会
に
こ
れ
を
掲
げ
て
歌

道
へ
の
精
進
を
誓
う
人
麿
影
供
と
い
う
宗
教
め
い
た
し
き
た
り
が
あ
っ
た
。

『
萬
葉
集
』
に
夢
中
に
な
っ
た
善
麿
が
、
後
に
学
士
院
賞
と
博
士
号
を
受

け
る
こ
と
に
な
る
田
安
宗
武
研
究
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、
こ
の
人
麿
像

で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

八
代
将
軍
吉
宗
の
次
男
に
し
て
『
萬
葉
集
』
を
重
ん
じ
る
学
究
肌
の
歌

人
、
田
安
宗
武
へ
の
関
心
を
深
め
た
善
麿
が
次
に
取
り
組
ん
だ
の
は
、
宗

武
が
荷か
だ
の
あ
り
ま
ろ

田
在
満
に
書
か
せ
た
「
国
歌
八
論
」
で
あ
っ
た
。『
萬
葉
集
』
を

尊
重
す
る
宗
武
が
、
共
感
す
る
荷か
だ
の
あ
ず
ま
ま
ろ

田
春
満
の
養
子
で
あ
る
在
満
に
、『
萬

葉
集
』
を
理
想
と
す
る
歌
論
を
書
く
こ
と
を
期
待
し
た
と
こ
ろ
、
在
満
は
、

和
歌
は
こ
と
ば
の
「
連
続
の
機
巧
な
る
を
喜
び
」「
詞
花
言
葉
を
翫
ぶ
」

も
の
で
、
そ
の
極
ま
り
は
『
新
古
今
和
歌
集
』
で
あ
る
と
の
考
え
を
開
陳

し
、
意
見
の
あ
わ
な
い
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
宗
武
は
反
論
と

し
て
「
国
歌
八
論
余
言
」
を
書
き
、
在
満
が
「
国
歌
八
論
再
論
」
で
再
反

論
、
宗
武
が
加
勢
を
求
め
た
賀
茂
真
淵
が
「
国
歌
八
論
余
言
拾
遺
」「
国

歌
論
臆
説
」
を
書
く
と
、
宗
武
が
「
臆
説
剰
言
」
を
書
く
、
と
い
う
具
合

に
三
者
が
歌
論
を
展
開
し
て
い
っ
た
。
善
麿
は
、
そ
の
一
連
を
一
冊
に
ま

と
め
て
編
著
『
国
歌
八
論
』
と
し
、
一
九
三
二
年
七
月
に
改
造
文
庫
の
第

一
八
六
篇
と
し
て
刊
行
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
善
麿
は
田
安
宗

武
に
つ
い
て
の
研
究
に
夢
中
に
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
あ
と
、
宗
武
に
関

す
る
著
作
を
次
々
に
世
に
問
う
て
い
く
。
刊
行
の
年
代
順
に
書
名
を
挙
げ

る
と
、『
田
安
宗
武
の
天あ
も
り
ご
と

降
言
』（
一
九
四
〇
）、『
田
安
宗
武　

第
一
冊
』

（
一
九
四
二
）、『
田
安
宗
武　

第
二
冊
』（
一
九
四
三
）、『
増
訂　

国
歌
八

論
』（
一
九
四
三
）、『
田
安
宗
武
歌
集
』（
一
九
四
四
）、『
田
安
宗
武　

第

三
冊
』（
一
九
四
五
）、『
田
安
宗
武　

第
四
冊
』（
一
九
四
六
）、
そ
し
て

橘
た
ち
ば
な
の

曙あ
け
み覧

と
合
わ
せ
た
『
宗
武
・
曙
覧
歌
集
』（
一
九
五
〇
）
と
な
る
。

　

戦
中
戦
後
の
一
九
四
〇
年
代
に
た
ゆ
む
こ
と
な
く
進
め
ら
れ
た
田
安
宗

武
研
究
こ
そ
は
、
善
麿
が
戦
争
に
よ
る
混
乱
の
中
、
大
日
本
歌
人
協
会
解

散
事
件（
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で
辛
酸
を
舐
め
、
空
襲
で
家
財
も
ろ
と
も
東
京
の
家
屋
を
焼
失
し
、

疎
開
し
て
農
業
を
手
伝
っ
た
後
、
戦
後
焼
跡
の
バ
ラ
ッ
ク
か
ら
生
活
を
た

て
な
お
す
と
い
う
困
難
に
も
怯
む
こ
と
な
く
書
き
継
い
だ
テ
ー
マ
で
あ
り
、

善
麿
と
『
萬
葉
集
』
と
の
深
い
か
か
わ
り
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　
『
田
安
宗
武　

第
三
冊
』
は
、
空
襲
で
原
稿
も
校
正
刷
り
も
焼
け
た
が
、

印
刷
所
で
印
刷
の
あ
が
っ
た
も
の
が
奇
跡
的
に
残
り
、
こ
れ
を
も
と
に
焦

土
の
中
で
出
版
さ
れ
た
。
最
後
に
「
口
絵
の
人
麿
画
像
に
就
て
」
と
題
さ

れ
た
文
章
が
あ
り
、
先
に
紹
介
し
た
肖
像
画
を
口
絵
と
し
て
載
せ
た
こ
と
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が
知
ら
れ
る
。「
こ
の
画
幅
一
軸
は
、
佐
佐
木
信
綱
博
士
愛
蔵
の
も
の
で

あ
つ
た
が
、
先
年
、
著
者
が
宗
武
研
究
に
着
手
し
た
当
時
、
博
士
か
ら
著

者
に
対
し
、
記
念
と
し
て
、
恵
贈
を
忝
う
し
た
も
の
で
、
現
在
常
に
斜
面

荘
〔
善
麿
の
目
黒
の
自
宅
〕
の
壁
間
に
掲
げ
、
そ
の
も
と
に
お
い
て
『
田

安
宗
武
』
の
稿
を
つ
づ
け
て
ゐ
る
の
で
あ
る
（
五
二
〇
頁
）」
と
書
か
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
こ
の
本
に
は
そ
の
口
絵
が
な
い
。

　

善
麿
の
戦
後
二
冊
目
の
歌
集
『
夏
草
』（
一
九
四
六
）
に
収
め
ら
れ
た

随
筆
「
東
野
荘（
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茶
話
」
で
は
、
奇
跡
的
に
残
っ
た
印
刷
原
稿
の
う
ち
口
絵

だ
け
は
焼
失
し
た
こ
と
、
そ
れ
ば
か
り
か
、
自
宅
に
掲
げ
て
い
た
人
麿
像

の
画
幅
も
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。「
佐
佐
木
信

綱
博
士
の
恩
頼
を
空
し
く
し
僕
の
殆
ど
唯
一
の
貴
重
な
蔵
幅
を
失
っ
た
」

こ
と
は
「
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
こ
と
（
九
七
頁
）」
だ
と
、
そ
の
落
胆
の

ほ
ど
が
偲
ば
れ
る
。

四　

土
岐
善
麿
の
短
歌
に
お
け
る
『
萬
葉
集
』
の
影
響

　

こ
う
し
て
『
萬
葉
集
』
と
の
縁
の
深
ま
っ
た
善
麿
だ
が
、
短
歌
の
実
作

に
お
い
て
『
萬
葉
集
』
の
影
響
は
ど
う
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
窪
田
空
穂

（
一
九
二
三
）
は
、『
作
者
別
萬
葉
短
歌
全
集
』
を
出
し
た
後
の
『
雑
音
の

中
』（
一
九
一
六
）
と
『
緑
の
地
平
』（
一
九
一
八
）
が
、
そ
れ
ま
で
の
歌

集
と
は
違
っ
て
「
自
己
を
主
と
し
、
自
己
の
う
ち
に
環
境
を
統
一
し
よ
う

と
し
」、「
落
ち
着
き
」「
安
ら
か
さ
」「
静
か
さ
」「
広
さ
」
が
あ
り
、「
古

く
し
て
同
時
に
新
し
い
、
平
凡
に
似
て
同
時
に
味
ひ
の
尽
き
な
い
」「
新

し
い
世
界
」
に
な
っ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
（
二
七
頁
）。

　

松
村
英
一
（
一
九
五
七
）
は
、
善
麿
の
歌
風
が
大
正
後
期
に
変
化
し
た

と
指
摘
、「
一
口
に
言
え
ば
万
葉
調
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。〔
…
〕

純
粋
な
自
然
観
照
の
歌
が
見
ら
れ
る
点
で
、
世
界
の
広
く
な
っ
た
こ
と
が

思
わ
れ
る
。
万
葉
に
親
し
ん
だ
の
が
歌
風
変
化
の
直
接
原
因
で
あ
ろ
う

（
一
八
五
頁
）」
と
、『
作
者
別
萬
葉
全
集
』
を
編
ん
だ
影
響
に
触
れ
て
い
る
。

こ
の
指
摘
は
先
に
あ
げ
た
空
穂
の
批
評
と
も
符
合
す
る
。
大
正
後
期
の
土

岐
哀
果
の
作
品
に
作
風
の
変
化
は
確
か
に
認
め
ら
れ
る
。

し
み
じ
み
と
吸
は
る
る
ご
と
き
あ
し
の
う
ら
こ
の
朝
の
春
の
泥
を
わ

が
踏
む
。 

（『
雑
音
の
中
』）

か
へ
り
来
て
子
ら
の
か
し
ら
に
手
を
お
き
つ
、
正
し
き
父
は
い
と
も

術
な
し
。 

（『
緑
の
地
平
』）

　

加
齢
に
よ
る
歌
境
の
変
化
も
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
時
間
を
か
け

て
『
萬
葉
集
』
を
読
み
込
ん
だ
影
響
は
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
詩
形
へ
の

本
質
的
な
信
頼
は
揺
る
ぎ
の
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

　

善
麿
は
空
穂
と
の
選
集
の
選
び
合
い
を
通
し
て
「
ひ
さ
し
く
歌
を
つ
く

ら
な
い
で
ゐ
た
こ
と
が
寂
し
く
な
つ
た
。〔
…
〕
わ
た
く
し
は
ま
た
歌
を

つ
く
ら
う
（
土
岐
一
九
二
三
、一
五
頁
）」
と
述
べ
、
こ
の
あ
と
作
歌
を
再
開

し
た
。
一
九
三
三
年
の
『
新
歌
集
作
品
Ⅰ
』
で
は
自
由
律
に
挑
戦
し
、

ゆ
く
べ
き
と
こ
ろ
に
落
ち
た
瞬
間
、
は
た
り
と
球
は
と
ま
る
緑
の
一

点
（
ゴ
ル
フ
）

そ
つ
と
寄
り
そ
つ
て
腋
の
し
た
へ
無
言
の
ピ
ス
ト
ル
を
さ
し
向
け
さ

う
な
男
の
間
を
通
る
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
風
景
）

と
い
っ
た
清
新
な
作
品
を
作
っ
て
お
り
、
決
し
て
落
ち
着
く
一
方
で
は
な
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か
っ
た
が
、
松
村
の
言
う
自
然
主
義
的
な
傾
向
は
こ
こ
で
も
首
肯
さ
れ
る

し
、「
新
し
い
題
材
の
探
求
と
摂
取
」
は
、『
萬
葉
集
』
を
理
想
と
す
る
宗

武
が
『
国
歌
八
論
余
言
』
で
加
え
た
「
新
し
き
物
の
名
を
歌
に
よ
む
の
論
」

に
も
沿
う
も
の
で
あ
る
。
善
麿
の
短
歌
の
理
想
は『
萬
葉
集
』と
定
ま
っ
た
。

五　

戦
前
戦
中
の
土
岐
善
麿
と
『
萬
葉
集
』

　

善
麿
が
日
本
の
上
代
文
学
を
意
識
し
た
短
歌
を
作
る
の
は
、
一
九
四
〇

年
の
こ
と
で
あ
る
。『
萬
葉
集
』と
同
じ
奈
良
時
代
に
完
成
し
た『
古
事
記
』

の
直
接
的
な
影
響
が
、
一
九
四
〇
年
二
月
、
善
麿
が
「
大
日
本
歌
人
協
会
」

常
任
理
事
と
し
て
そ
の
編
纂
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し
た
『
紀
元

二
千
六
百
年
奉
祝
歌
集
』
に
寄
せ
た
次
の
一
首
に
見
ら
れ
る
。

み
つ
み
つ
し
わ
れ
ら
が
祖
は
撃
つ
べ
き
も
の
正
し
く
知
り
て
撃
ち
は

た
し
ま
し
き

　

同
書
の
「
大
日
本
歌
人
協
会
」
に
よ
る
「
序
」
に
は
、「
恭
し
く
惟
ふ
に
、

神
武
天
皇
親
し
く
皇
帥
を
率
ゐ
て
東
方
の
征
途
に
就
き
給
ひ
、
遂
に
大
和

の
平
野
に
国
都
を
開
き
給
ふ
に
至
る
間
、
そ
の
聖
詠
の
古
記
に
伝
へ
ら
れ

た
る
も
の
を
拝
し
奉
れ
ば
、
和
歌
表
現
に
於
け
る
民
族
的
伝
統
の
久
し
き
、

悠
遠
高
逸
の
感
を
深
く
せ
ず
ん
ば
あ
ら
ず
（
一
頁
）」
と
あ
り
、
一
千
数
百

名
の
会
員
に
「
お
の
お
の
会
心
の
一
首
」
を
呼
び
か
け
て
「
国
民
情
念
の

発
す
る
と
こ
ろ
」
を
記
念
し
よ
う
と
し
た
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
署
名
は

な
い
が
、こ
の
「
序
」
の
筆
者
は
善
麿
で
あ
る
と
三
枝
昻
之
（
二
〇
一
二
）

は
断
定
し
て
い
る
（
八
三
頁
）。
善
麿
は
、こ
の
「
序
」
を
体
現
す
る
「
会

心
の
一
首
」
と
し
て
こ
の
作
品
を
寄
せ
た
の
だ
っ
た
。

　
「
み
つ
み
つ
し
」
は
「
久
米
」
に
か
か
る
枕
詞
で
、『
古
事
記
』
に
「
み

つ
み
つ
し
久
米
の
子
ら
が
垣か
き

下も
と

に
植
ゑ
し
椒
は
じ
か
み口
疼ひ
び

く
我
は
忘
れ
じ
撃
ち
て

し
や
ま
む
」
ほ
か
、
同
じ
結
句
を
持
つ
作
品
が
複
数
あ
る
。「
撃
ち
て
し

や
ま
む
」
は
戦
争
中
、
戦
意
高
揚
の
た
め
に
盛
ん
に
使
わ
れ
た
フ
レ
ー
ズ

で
あ
っ
た
。
こ
の
フ
レ
ー
ズ
を
本
歌
と
し
つ
つ
、「
わ
れ
ら
が
（
神
代
の
）

祖
先
は
撃
つ
べ
き
敵
を
正
し
く
見
極
め
て
撃
ち
果
た
し
た
の
だ
。（
我
々

も
正
し
く
敵
を
撃
ち
果
た
そ
う
。）」
と
善
麿
は
詠
ん
だ
の
で
あ
る
。

　

一
九
四
二
年
の
歌
集
『
周
辺
』（
日
本
評
論
社
）
の
「
紀
元
頌
」
と
題

さ
れ
た
一
連
も
『
古
事
記
』
の
旋
頭
歌
、
伊い

す

け

よ

り

ひ

め

須
氣
余
理
比
賣
と
大お
お
く
め
の
み
こ
と

久
米
命

と
の
問
答
「
あ
め
つ
つ　

ち
ど
り
ま
し
と
と　

な
ど
さ
け
る
と
め
／
お
と

め
に　

た
だ
に
あ
は
む
と　

わ
が
さ
け
る
と
め
」
に
基
づ
く
「
お
ほ
き
み

の
神
の
み
国
の
い
や
さ
か
に
直た
だ

に
逢
は
む
と
わ
れ
も
さ
け
る
利と

目め

」
な
ど

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
神
武
天
皇
以
来
の
「
紀
元
」
を
考
え
る
と
き
、
善

麿
の
頭
に
浮
か
ぶ
の
は
『
古
事
記
』
の
歌
謡
で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
そ
れ

は
戦
争
中
、『
萬
葉
集
』
を
国
民
精
神
の
統
合
と
す
る
風
潮
に
同
調
し
て

い
た
善
麿
に
と
っ
て
、『
萬
葉
集
』
に
も
つ
な
が
る
も
の
で
あ
っ
た
に
ち

が
い
な
い
。

　

戦
争
中
に
没
頭
し
て
書
き
上
げ
た
『
田
安
宗
武
』
の
中
で
、善
麿
は
『
萬

葉
集
』と
の
か
か
わ
り
を
繰
り
返
し
述
べ
て
い
る
。『
田
安
宗
武　

第
一
冊
』

（
一
九
四
二
）
の
「
自
序
」
に
は

顧
み
れ
ば
、
僕
が
萬
葉
集
に
近
づ
か
う
と
す
る
欲
求
に
迫
ら
れ
て
、
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ま
づ
そ
の
作
者
別
編
纂
を
試
み
た
の
は
大
正
四
年
の
こ
と
で
あ
つ
た
。

〔
…
〕
そ
れ
ら
の
編
纂
の
仕
事
が
、
こ
の
『
田
安
宗
武
』
の
覚
書
き

作
成
に
資
益
し
た
こ
と
は
、
み
づ
か
ら
認
め
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
で

あ
る
。（
三
頁
）

と
あ
る
。
こ
の
「
自
序
」
に
よ
る
と
、
宗
武
の
歌
集
『
天あ
も
り
ご
と

降
言
』
を
初
め

て
公
に
し
た
の
は
佐
佐
木
信
綱
で
、
続
日
本
歌
学
全
書
に
『
近
世
名
家
家

集
』
の
一
部
と
し
て
挙
げ
た
の
だ
と
い
う
。
公
刊
に
先
立
っ
て
正
岡
子
規

に
見
せ
た
と
こ
ろ
子
規
が
一
八
九
九
年
の
秋
に
、

田
安
宗
武
の
天
降
言
と
い
ふ
を
見
て
吾
は
い
た
く
驚
き
た
り
。
彼
は

萬
葉
の
趣
味
を
解
す
る
に
似
た
り
。
彼
は
教
を
真
淵
に
受
け
た
け
れ

ど
も
其
歌
の
趣
味
を
取
る
こ
と
は
之
れ
を
真
淵
よ
り
せ
ず
し
て
直
に

萬
葉
よ
り
せ
る
な
ら
ん
。
真
淵
は
萬
葉
萬
葉
と
い
ひ
て
教
へ
し
な
る

べ
き
も
真
淵
自
身
に
は
十
分
に
会
得
せ
ざ
り
し
萬
葉
の
趣
味
を
却
て

宗
武
に
よ
り
て
会
得
せ
ら
れ
た
る
も
面
白
し
。

と
書
い
た
と
い
う
（
土
岐
一
九
四
二
、六
頁
）。『
田
安
宗
武　

第
一
冊
』

に
は
、『
天
降
言
』
の
全
作
品
の
評
釈
と
『
国
家
八
論
』
の
議
論
の
全
文

と
解
説
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
巻
末
の
「
解
説
」
の
最
後
は
、

上
下
一
千
年
を
貫
く
萬
葉
精
神
は
、
脈
々
と
し
て
歌
の
世
界
に
具
顕

せ
ら
れ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
歌
の
世
界
は
、
ま
さ
し
く
そ
れ
を
具
顕
す

る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
ひ
と
つ
の
大
き
な
指
標
と
し

て
、
田
安
宗
武
を
有
す
る
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
の
誇
と
も
し
、
ま
た
力

と
も
し
て
、
更
に
、
そ
の
新
し
い
理
解
を
深
め
る
た
め
に
、
い
さ
さ

か
歌
の
方
面
を
主
と
し
て
宗
武
の
全
貌
を
窺
つ
て
み
よ
う
と
し
た
こ

と
は
、
決
し
て
徒
爾
で
な
か
つ
た
と
信
じ
る
の
で
あ
る
。

と
、
善
麿
の
宗
武
研
究
が
「
萬
葉
精
神
」
の
探
求
に
動
機
づ
け
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
述
べ
る
文
章
で
納
め
ら
れ
て
い
る
。
戦
争
中
の
著
作
で
あ
る
第

一
冊
（
一
九
四
二
）・
第
二
冊
（
一
九
四
三
）・
第
三
冊
（
一
九
四
五
）
の

「
自
序
」
に
は
長
男
の
出
征
、
娘
二
人
の
夫
の
出
征
が
順
次
報
告
さ
れ
、

宗
武
研
究
が
「
銃
後
」
の
仕
事
で
あ
る
こ
と
が
語
ら
れ
る
。
そ
れ
は
「
萬

葉
精
神
」の
追
求
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
第
三
冊
で
は
宗
武
の『
古

事
記
』
研
究
、
古
代
研
究
を
ま
と
め
た（

13
（

。

　

善
麿
が
戦
争
中
に
研
究
に
没
頭
で
き
た
の
は
、
当
時
、
国
家
的
に
称
揚

さ
れ
て
い
た
『
萬
葉
集
』
に
か
か
わ
る
仕
事
の
一
環
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
ほ
か
に
も
、『
源
実
朝
（
青
少
年
日
本
文
学
）』（
一
九
四
四
）
の
最

後
に
、
善
麿
は
実
朝
の
「
天
の
下
八
隅
の
な
か
に
ひ
と
り
ま
す
島
の
大
君

萬
代
ま
で
に
」
を
引
用
し
て
、「
八
隅
」
が
萬
葉
時
代
の
言
葉
で
あ
る
こ

と
を
説
明
し
、

大
八
洲
の
隅
々
に
ゆ
き
わ
た
つ
て
た
だ
ひ
と
り
お
は
し
ま
す
大
君
、

こ
の
あ
き
つ
し
ま
を
統
べ
し
ら
し
た
ま
ふ
天
皇
は
、
千
秋
萬
代
、
聖

寿
無
窮
、
宝
祚
無
彊
、
そ
の
大
御
稜
威
の
も
と
に
、
萬
民
は
お
の
お
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の
そ
の
職
域
に
就
い
て
忠
誠
を
捧
げ
る
と
い
ふ
歌
で
あ
る
。

と
解
釈
し
、
さ
ら
に
、「
実
朝
が
尊
皇
の
念
を
表
明
し
た
こ
の
傑
作
一
首

を
最
後
に
掲
げ
て
、
諸
君
の
た
め
の
こ
の
一
冊
の
ペ
ー
ジ
を
閉
ぢ
る
こ
と

と
し
、
そ
の
前
に
も
う
一
度
、
次
の
歌
を
吟
じ
よ
う
」
と
し
て
最
後
に
一

首
、「
山
は
裂
け
海
は
あ
せ
な
む
世
な
り
と
も
君
に
ふ
た
ご
こ
ろ
わ
が
あ

ら
め
や
も
」
を
掲
げ
た
。
実
朝
に
つ
い
て
、
善
麿
は
『
短
歌
研
究
』

一
九
四
五
年
一
月
号
に
「
実
朝
（
随
筆
的
作
品
）」
と
し
て
短
い
戯
曲
も

寄
せ
て
い
る
。
戦
争
中
の
善
麿
は
、『
萬
葉
集
』
に
依
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

自
ら
の
精
神
的
充
足
を
図
り
つ
つ
、
戦
時
の
「
国
民
精
神
」
に
、
あ
た
か

も
自
然
に
寄
り
添
っ
て
い
っ
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
戦
争
が
終
わ
っ
て
も
対
象
へ
の
関
心
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。

戦
争
中
の
短
い
戯
曲
か
ら
発
展
さ
せ
て
、
一
九
五
〇
年
の
『
短
歌
研
究
』

十
月
号
に
、
善
麿
は
「
新
作
能　

実
朝
」
を
発
表
し
て
い
る
。

六　

�『
新
萬
葉
集
』、
ま
た
戦
時
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
の
審
査
員
・

編
者
と
し
て
の
善
麿

　

善
麿
の
『
萬
葉
集
』
に
よ
る
国
民
精
神
の
統
合
へ
の
同
調
を
加
速
さ
せ

た
事
柄
と
し
て
、『
新
萬
葉
集
』
全
一
一
巻
（
一
九
三
七
─
一
九
三
九
）

の
審
査
、
編
集
に
尽
力
し
た
こ
と
も
見
過
ご
せ
な
い
。

　
『
新
萬
葉
集
』
事
業
は
規
模
の
大
き
さ
、
層
の
厚
さ
、
質
の
高
さ
に
お

い
て
瞠
目
に
値
す
る
。
民
間
の
出
版
社
で
あ
る
改
造
社
の
社
長
、
山
本
実

彦
が
企
画
し
、
編
集
事
務
担
当
に
歌
人
の
大
悟
法
利
雄
を
据
え
て
、
審
査

員
に
は
、
善
麿
の
ほ
か
、
北
原
白
秋
、
前
田
夕
暮
、
斎
藤
茂
吉
、
太
田
水

穂
、
窪
田
空
穂
、
佐
佐
木
信
綱
、
釈
迢
空
、
与
謝
野
晶
子
、
尾
上
柴
舟
と
、

指
導
的
立
場
に
あ
る
歌
人
、
一
〇
名
を
揃
え
た
。
最
年
少
の
釈
迢
空
が

五
一
歳
、
最
年
長
の
佐
佐
木
信
綱
が
六
六
歳
、
善
麿
は
五
三
歳
で
あ
っ
た
。

初
顔
合
わ
せ
は
一
九
三
七
年
三
月
で
あ
る
。「
国
家
総
動
員
法
」
が
施
行

さ
れ
る
の
は
翌
一
九
三
八
年
だ
が
、『
新
萬
葉
集
』
事
業
は
そ
れ
に
先
立
っ

て
歌
人
た
ち
を
「
総
動
員
」
す
る
か
の
よ
う
に
全
国
に
協
力
を
呼
び
か
け

た
。
一
般
公
募
は
一
人
二
〇
首
以
内
。
別
に
全
国
の
歌
人
た
ち
に
は
「
勧

誘
状
」
で
五
〇
首
以
内
を
募
集
し
た
。
締
切
り
は
五
月
末
。「
満
洲
」
や

中
国
、
台
湾
、
朝
鮮
、
樺
太
、
欧
米
か
ら
の
応
募
も
あ
っ
た
。
二
十
首
組

一
七
〇
五
〇
人
余
り
、
歌
の
数
に
し
て
約
三
五
〇
〇
〇
〇
首
。「
勧
誘
状
」

に
よ
る
応
募
は
五
七
四
人
、二
八
七
〇
〇
首
。
合
わ
せ
て
「
約
四
十
万
首
」

に
つ
い
て
審
査
員
は
急
ピ
ッ
チ
で
選
歌
作
業
を
進
め
た
（
荻
野
泰
茂

一
九
七
一
）。

　

善
麿
の
選
定
基
準
は
「
内
容
と
表
現
に
お
け
る
『
真
実
』
で
あ
っ
た
。

真
実
は
胸
を
打
つ
。〔
…
〕
そ
れ
は
、
必
ず
し
も
『
新
萬
葉
集
』
の
み
に

限
ら
れ
る
標
準
で
は
も
と
よ
り
な
い
。
い
や
し
く
も
萬
葉
、
記
紀
以
後
、

あ
ら
ゆ
る
時
代
の
短
歌
に
要
求
さ
れ
る
標
準
で
あ
り
。〔
…
〕
明
治
に
お

け
る
短
歌
革
新
の
第
一
要
諦
で
あ
っ
た
と
信
じ
る
（
一
九
三
七
年
十
月
付
「
審

査
の
間
・
審
査
の
後
」、
土
岐
一
九
七
五
、五
一
五

－

五
一
六
頁
）」
と
あ
り
、
こ
こ

に
も
善
麿
の
萬
葉
観
が
う
か
が
え
る
。
と
同
時
に
、
国
民
が
一
丸
と
な
っ

て
『
新
萬
葉
集
』
を
作
る
現
場
は
、『
萬
葉
集
』
に
よ
る
国
民
精
神
の
統

合
の
渦
の
中
心
で
あ
っ
た
と
言
え
、
善
麿
は
そ
の
中
に
自
ら
を
同
化
し
て
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い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

膨
大
な
手
書
き
の
原
稿
を
読
む
負
担
が
白
秋
の
眼
疾
の
原
因
に
な
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
る
苛
烈
な
作
業
で
あ
っ
た
が
、「
わ
が
短
歌
史

上
こ
れ
だ
け
画
期
的
な
事
業
に
た
ず
さ
わ
り
得
る
以
上
、
審
査
と
い
う
仕

事
の
内
容
と
本
質
に
つ
い
て
、
僕
は
僕
の
全
力
を
挙
げ
て
み
よ
う
」
と
覚

悟
を
決
め
て
臨
ん
だ
善
麿
は
そ
の
責
任
を
全
う
し
た
。
そ
れ
は
誰
も
同
じ

で
あ
っ
た
と
み
え
、
計
画
は
短
期
間
の
う
ち
に
実
現
す
る
。
一
九
三
七
年

十
二
月
に
「
宮
廷
篇
」
が
「
別
巻
」
と
し
て
先
に
刊
行
さ
れ
、
翌

一
九
三
八
年
に
は
作
者
の
五
十
音
順
の
九
分
冊
が
、
一
月
に
巻
一
、二
月

に
巻
二
と
毎
月
順
に
発
行
さ
れ
、
九
月
に
完
成
し
た
。
そ
の
あ
と
、

一
九
三
九
年
六
月
に
「
補
遺
」
が
明
治
初
期
の
作
品
等
を
集
め
て
構
成
さ

れ
、
分
厚
い
全
一
一
巻
が
揃
っ
た
の
で
あ
る
。
関
係
者
一
同
、歴
史
に
残

る
快
挙
と
信
じ
た
に
違
い
な
い
。

　

公
募
作
品
の
締
め
切
り
は
五
月
末
日
で
、
そ
の
あ
と
七
月
に
盧
溝
橋
事

件
が
起
き
て
日
中
戦
争
（「
支
那
事
変
」）
が
勃
発
す
る
。『
新
萬
葉
集
』

に
は
、
戦
争
に
よ
る
緊
張
の
高
ま
る
前
の
平
時
の
生
活
か
ら
生
ま
れ
た
人

間
味
あ
ふ
れ
る
作
品
が
多
く
選
ば
れ
て
い
る（
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。
善
麿
の
五
〇
首
は
第
五
巻

に
掲
載
さ
れ
た
。

　
『
新
萬
葉
集
』
に
含
ま
れ
な
い
日
中
戦
争
勃
発
後
の
新
た
な
局
面
を
詠

ん
だ
作
品
を
、
善
麿
は
小
型
の
歌
集
『
近
詠　

土
岐
善
麿
新
歌
集
作
品

2
』（
ア
オ
イ
書
房
）
に
込
め
、各
結
社
に
「
出
征
会
員
に
送
っ
て
欲
し
い
」

と
謹
呈
し
た
。
中
で
も
出
征
歌
人
の
多
い
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
へ
は
百
部
を
寄

贈
、
掌
サ
イ
ズ
の
こ
の
歌
集
は
戦
場
の
歌
人
た
ち
に
届
い
た
。
そ
の
中
に
、

新
萬
葉
集
の
審
査
の
あ
ひ
だ
に
北
支
よ
り
中
支
に
わ
た
り
て
わ
が
軍

勝
ち
た
り

と
い
う
作
品
が
見
え
る
。
審
査
の
途
中
で
日
中
戦
争
が
全
面
化
し
、
多
く

の
若
者
が
中
国
の
戦
地
に
駆
り
出
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。
残
さ
れ
た
家
族
も

戦
争
や
銃
後
の
生
活
を
歌
に
詠
む
よ
う
に
な
る
。

　

善
麿
は
自
ら
が
理
事
を
務
め
る
大
日
本
歌
人
協
会
で『
支
那
事
変
歌
集
』

の
「
戦
地
編
」「
銃
後
編
」
を
企
画
し
た
。
ま
ず
、一
九
三
七
年
七
月
の
「
支

部
事
変
」
勃
発
か
ら
三
八
年
十
月
ま
で
に
新
聞
雑
誌
に
発
表
さ
れ
た
戦
地

か
ら
の
作
品
を
集
め
た
と
こ
ろ
、
三
〇
〇
〇
〇
首
以
上
に
及
ん
だ
。
そ
の

中
か
ら
五
〇
〇
名
に
よ
る
二
七
〇
四
首
を
選
ん
で
一
冊
に
ま
と
め
た
の
が

『
支
那
事
変
歌
集　

戦
地
編
』
で
、
こ
の
年
十
二
月
に
発
行
さ
れ
た
。

一
九
四
〇
年
二
月
に
は
先
に
述
べ
た
『
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
記
念
歌

集
』、
そ
し
て
一
九
四
一
年
十
月
に
は
『
支
那
事
変
歌
集　

銃
後
篇
』
と
、

善
麿
は
国
民
精
神
統
合
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
編
集
に
追
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
過
程
に
お
い
て
も
、
善
麿
の
心
の
中
で
『
萬
葉
集
』
に
つ
な
が
る
意

識
は
絶
え
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
ど
れ
だ
け
善
麿
の
気
持
ち
を
慰

め
た
か
分
か
ら
な
い
。

七　

敗
戦
後
の
土
岐
善
麿
と
『
萬
葉
集
』

　

一
九
四
五
年
八
月
十
五
日
、
善
麿
は
疎
開
先
で
あ
る
埼
玉
県
三
俣
村
で

玉
音
放
送
を
聞
い
た
。
六
月
に
疎
開
し
て
か
ら
短
歌
を
再
開
、『
秋
晴
』

（
一
九
四
五
）
は
敗
戦
前
後
四
か
月
ほ
ど
の
作
品
で
構
成
し
た
。
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い
か
に
戦
ひ
い
か
に
勝
ち
い
か
に
敗
れ
し
か
慄
然
と
し
て
は
じ
め
て

知
り
ぬ 

（『
秋
晴
』）

善
麿
は
考
え
続
け
、『
夏
草
』（
一
九
四
六
）『
冬
凪
』（
一
九
四
七
）『
春
野
』

（
一
九
四
九
）
と
続
け
て
歌
集
を
刊
行
し
た（

11
（

。

こ
の
い
く
さ
を
い
か
な
る
も
の
と
思
ひ
知
ら
ず
勝
ち
よ
ろ
こ
び
き
半

年
が
あ
ひ
だ 

（『
夏
草
』）

敗
戦
の
シ
ョ
ッ
ク
の
中
で
、善
麿
の
心
を
去
ら
な
か
っ
た
の
が
『
萬
葉
集
』

で
あ
っ
た
。『
夏
草
』
に
収
め
た
随
筆
「
斜
面
復
興
」
に
、『
萬
葉
集
』
に

触
れ
た
個
所
が
あ
る
。

〔
住
居
や
実
家
の
焼
跡
の
〕
善
後
処
置
も
容
易
な
こ
と
で
は
な
か
つ

た
が
、
そ
の
あ
ひ
だ
に
も
何
と
か
心
の
落
ち
着
き
を
得
よ
う
と
、
僕

は
強
ひ
て
も
書
斎
に
す
わ
り
、
こ
れ
が
日
本
の
文
化
的
遺
産
で
あ
り

萬
世
不
朽
の
国
宝
的
古
典
だ
と
お
も
つ
て
、
こ
の
際
ひ
と
つ
萬
葉
集

を
第
一
巻
か
ら
読
み
返
し
て
み
よ
う
と
窪
田
空
穂
氏
の
新
し
い
評
釈

を
改
め
て
披
い
て
み
た
の
だ
が
、
ど
う
し
て
も
あ
た
ま
に
は
い
ら
な

い
。
傑
作
秀
歌
と
い
は
れ
る
も
の
に
対
し
て
も
、
一
体
こ
ん
な
ノ
ン

キ
な
も
の
が
何
の
役
に
た
つ
の
か
と
い
ふ
や
う
な
気
が
し
て
、
鑑
賞

ど
こ
ろ
で
は
な
か
つ
た
。

と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
あ
と
森
鷗
外
の
『
阿
部
一
族
』
を
読

み
始
め
た
ら
引
き
込
ま
れ
、「
文
学
の
究
極
す
る
と
こ
ろ
は
そ
こ
に
在
る

─
さ
う
僕
は
思
ひ
到
つ
て
、
あ
ら
た
め
て
鷗
外
の
文
学
の
偉
大
さ
に
頭
を

さ
げ
る
と
同
時
に
、
ま
た
不
思
議
に
、
そ
れ
か
ら
は
萬
葉
集
も
読
み
続
け

ら
れ
た
」
と
い
う
。
こ
う
し
て
、
善
麿
は
戦
後
の
焼
け
跡
で
『
萬
葉
集
』

を
再
確
認
し
た
。
一
九
四
五
年
十
二
月
、
目
黒
の
自
宅
の
焼
跡
に
田
舎
家

風
の
家
が
何
と
か
建
っ
た
。
善
麿
の
執
筆
活
動
は
止
ま
る
こ
と
な
く
、
こ

の
暮
ら
し
ぶ
り
を
、
善
麿
は
「
清
忙
」
と
呼
ん
だ
。
そ
ん
な
状
況
で
『
萬

葉
集
』
の
軽
妙
な
作
品
が
心
に
浮
か
ん
だ
。『
萬
葉
集
』
巻
十
六
、
大
伴

家
持
の
「
痩や

せ
た
る
人
を
嗤わ

咲ら

へ
る
歌
二
首
」
の
「
痩
す
痩
す
も
生
け
ら

ば
あ
ら
む
を
は
た
や
は
た
鰻む
な
ぎを

捕と

る
と
川
に
流
る
な
」（
三
八
五
四
）
で

あ
る
。
善
麿
は
こ
れ
を
受
け
て
、

痩
す
痩
す
も
生
け
ら
ば
あ
ら
む
時
な
れ
と
萬
葉
び
と
も
む
な
ぎ
を
く

ひ
き 

（『
夏
草
』）

と
詠
み
、
鰻
を
食
べ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
ろ
、
善
麿
は
窪
田
空
穂
を
訪
問
し
て
い
る
。

書
け
る
だ
け
は
書
き
て
お
か
む
と
萬
葉
集
評
釈
の
筆
け
ふ
も
執
り
い

ま
す 

（『
夏
草
』）

　

空
穂
も
『
萬
葉
集
』
に
向
き
合
っ
て
い
た
。

　

こ
の
時
期
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
で
は
戦
後
の
新
時
代
に
短
歌
は
ふ
さ
わ

し
く
な
い
と
す
る
短
歌
否
定
論
が
唱
え
ら
れ
た
が
、
善
麿
は
一
九
四
七
年

三
月
の
文
章
に
「
歌
人
は
ま
っ
ぱ
だ
か
に
な
っ
て
、〔
…
〕
毅
然
と
し
て
、
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浩
然
と
し
て
、
こ
の
社
会
の
前
に
立
っ
て
み
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
し
て

も
恥
か
し
く
な
い
だ
け
の
肉
体
の
所
有
者
、
精
神
の
所
有
者
だ
け
が
、
こ

の
歌
の
「
危
険
突
破
」
を
担
当
し
得
る
で
あ
ろ
う
。（
一
九
四
七
年
三
月
付
の

「
結
社
解
消
論
」、
土
岐
一
九
七
五
、一
五
〇

－

一
五
一
頁
）」
と
書
い
て
、
揺
ら
ぐ

と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
。

　

日
本
評
論
社
の
編
集
者
の
機
転
に
よ
っ
て
原
稿
が
焼
け
ず
に
す
ん
だ

『
田
安
宗
武　

第
四
冊
』
が
、
一
九
四
六
年
八
月
に
刊
行
さ
れ
、
そ
の
「
自

序
」
に
善
麿
は
「
今
や
わ
れ
わ
れ
は
、
多
年
に
わ
た
る
軍
国
主
義
の
日
本

か
ら
、
新
し
い
自
由
主
義
の
日
本
へ
、
平
和
の
日
本
へ
、
文
化
の
日
本
へ
、

多
難
に
し
て
而
も
多
望
な
解
放
と
建
設
の
発
程
に
立
つ
た
の
で
あ
る
。」

と
綴
っ
た
。
長
男
は
復
員
し
た
が
、
娘
二
人
の
夫
は
ま
だ
帰
ら
な
い
と
書

い
て
い
る
。娘
婿
の
一
人
は
つ
い
に
帰
ら
な
か
っ
た
。翌
一
九
四
七
年
、『
田

安
宗
武
』
全
四
冊
の
研
究
業
績
に
よ
っ
て
帝
国
学
士
院
賞
が
授
与
さ
れ
た

の
は
善
麿
の
望
外
の
喜
び
で
あ
っ
た
。

　

善
麿
の
出
版
活
動
は
順
調
で
、
一
九
四
七
年
十
月
に
は
評
伝
『
京
極
為

兼
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
そ
の
「
自
序
」
に
は
「
小
著
を
成
す
に
至
つ
た
主

な
る
理
由
」
と
し
て
十
の
項
目
を
挙
げ
て
い
る
。
内
容
を
要
約
す
る
と
、

そ
の
一
は
「
萬
葉
集
の
現
代
へ
の
展
開
に
つ
い
て
様
々
な
角
度
か
ら
考
察

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」、
そ
の
二
は
「
萬
葉
集
の
展
開
に
お
い
て
、

玉
葉
風
雅
の
時
代
は
重
要
で
あ
る
」、
そ
の
三
に
「
玉
葉
風
雅
を
撰
進
さ

せ
た
の
は
伏
見
上
皇
で
、
具
顕
宣
揚
に
努
め
た
の
は
京
極
為
兼
で
あ
る
」

そ
し
て
、
為
兼
の
理
念
と
作
品
は
旧
弊
を
対
破
し
、
玉
葉
風
雅
は
清
新
明

暢
な
日
本
的
美
の
世
界
を
表
現
し
て
お
り
、「
八
、
著
者
に
と
つ
て
は
、

田
安
宗
武
研
究
と
の
連
関
に
お
い
て
、
萬
葉
・
新
古
今
・
玉
葉
風
雅
一
系

列
の
中
に
、
為
兼
に
つ
い
て
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
善
麿
は
、「
萬
葉
─
新
古
今
─
釈
教
歌
─
実
朝
─
為
兼
─
玉
葉
風
雅

─
宗
武
─
現
代
」（
二
〇
〇
頁
）
と
書
い
て
、「
古
典
の
研
究
は
か
く
し
て

現
代
の
、
現
代
と
し
て
の
意
義
を
持
つ
」
と
書
い
た
。
巻
末
に
は
「
為
兼

は
清
明
な
日
本
の
国
土
自
然
と
共
に
在
り
、
澄
高
な
る
日
本
人
の
心
性
感

性
と
共
に
在
る
。
こ
の
国
土
こ
の
自
然
こ
の
神
聖
こ
の
感
情
の
尊
い
所
以

を
体
認
せ
し
め
る
う
へ
に
、
歌
人
と
し
て
の
為
兼
の
存
在
は
ま
た
一
つ
の

国
民
的
志
向
を
顕
示
す
る
も
の
と
い
ひ
得
る
と
思
ふ
の
で
あ
る
。」
と
戦

後
の
自
ら
を
励
ま
す
よ
う
な
文
章
が
見
え
る
。

　

為
兼
研
究
は
そ
の
後
も
続
き
、
関
連
の
著
作
は
『
新
修
京
極
為
兼
』

（
一
九
六
八
年　

角
川
書
店
）、『
京
極
為
兼（
日
本
詩
人
選
11
）』（
一
九
七
一　

筑
摩
書
房
）
と
最
晩
年
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。

　

田
安
宗
武
の
研
究
で
早
稲
田
大
学
よ
り
博
士
号
を
授
与
さ
れ
た
善
麿
は
、

一
九
四
七
年
、
六
二
歳
の
年
か
ら
窪
田
空
穂
の
後
を
受
け
て
早
稲
田
大
学

と
同
大
学
院
で
上
代
文
学
の
講
義
を
担
当
し
た
。『
萬
葉
集
』
の
講
義
を

受
講
し
た
岩
田
正
の
回
想
に
よ
る
と
、
善
麿
は
初
め
に
「
大
胆
に
独
創
的

に
、
そ
の
意
義
を
現
代
的
に
追
究
し
て
ゆ
く
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
明

る
い
は
り
の
あ
る
声
で
語
り
か
け
、
窪
田
空
穂
の
『
萬
葉
集
評
釈
』

（
一
九
四
三

－

一
九
五
二
）
を
傍
ら
に
置
き
、こ
れ
を
尊
重
し
な
が
ら
『
萬

葉
集
』
を
読
み
解
い
て
い
っ
た
と
い
う
（
岩
田
一
九
四
八
、八
六
頁
）。

六
六
歳
の
年
に
東
京
都
立
日
比
谷
図
書
館
長
の
仕
事
が
加
わ
っ
た
。
そ
し

て
、
一
九
五
五
年
七
〇
歳
を
機
に
、
そ
れ
ら
の
職
を
退
い
た
。
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上
代
文
学
を
講
じ
る
中
で
深
め
ら
れ
た
善
麿
の
「
萬
葉
人
」
を
含
む
古

代
の
人
々
へ
の
心
寄
せ
は
、
こ
の
あ
と
、
さ
ら
に
自
由
な
境
地
に
至
る
。

取
り
組
ん
だ
の
は
、『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
等
に
描
か
れ
た
人
物
を
め

ぐ
る
短
歌
の
連
作
で
あ
っ
た
。
歌
集『
歴
史
の
中
の
生
活
者
』（
一
九
五
八
）

に
は
、
日
や
ま
と
た
け
る
の
み
こ
と

本
武
尊
の
事
跡
を
描
い
た
「
倭
建
抄
」、
雄
略
天
皇
を
め
ぐ
る

人
間
模
様
を
描
い
た
「
大
長
谷
抄
」、
大お
お
あ
ま
の
み
こ

海
人
皇
子
を
主
人
公
に
壬
申
の

乱
前
後
を
描
い
た
「
大
海
人
抄
」
を
収
め
た
。
そ
の
人
物
に
な
り
か
わ
っ

て
五
〇
首
ほ
ど
の
連
作
を
構
成
す
る
と
い
う
、
短
歌
に
よ
る
独
白
劇
の
よ

う
な
つ
く
り
で
あ
る
。
善
麿
は
巻
末
の
「
歴
史
の
中
の
生
活
者
─
そ
の
叙

事
詩
的
抒
情
の
方
法
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
解
説
に
、「
短
歌
の
現
在
に

お
け
る
低
迷
」
を
ど
う
す
る
か
、
と
い
う
問
い
に
発
す
る
「
試
み
」
で
あ

る
と
述
べ
て
い
る
。
似
た
試
み
は
橘
た
ち
ば
な
の

曙あ
け
み覧
に
も
あ
る
と
書
い
て
い
る
の

を
み
る
と
、
善
麿
が
取
り
組
ん
で
い
た
『
萬
葉
集
』
か
ら
現
代
へ
の
系
譜

が
意
識
さ
れ
て
い
る
。

　

続
い
て
出
さ
れ
た
歌
集
『
相
聞
抄
』（
一
九
五
九
）
は
、
木
梨
の
軽
の

太
子
と
軽
の
大
郎
女
と
の
悲
恋
を
太
子
の
立
場
か
ら
描
き
、『
額
田
抄
』

（
一
九
六
〇
）
に
は
、
女
性
の
額
田
王
に
な
り
き
っ
て
作
っ
た
四
六
首
に

よ
る
「
額
田
抄
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
善
麿
は
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
仕
立

て
の「
付
記
」に
こ
の
作
品
群
は
新
し
く
発
見
さ
れ
た
も
の
だ
と
書
き
、「
額

田
王
じ
し
ん
の
も
の
で
な
い
に
し
て
も
、
そ
の
身
辺
、
な
い
し
心
境
に
同

情
し
た
も
の
が
、あ
る
い
は
彼
女
に
代
わ
っ
て
、こ
う
し
た
作
品
を
残
し
た

も
の
か
と
も
解
さ
れ
る
」
と
楽
し
そ
う
に
書
い
て
い
る
。

庭
の
梅
ほ
こ
ろ
び
そ
め
つ　

お
の
づ
か
ら
成
り
し
ま
ま
な
る
歌
集

『
相
聞
抄
』 

（『
額
田
抄
』）

と
い
う
作
品
を
見
て
も
、
こ
れ
ら
は
老
境
に
あ
る
善
麿
か
ら
あ
ふ
れ
出
て

き
た
よ
う
で
あ
る
。
一
九
六
四
年
の
歌
集
『
若
葉
抄
』
に
は
新
作
能
「
鑑

真
和
上
」
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　

一
九
五
五
年
に
鈴
木
三
重
吉
『
古
事
記
物
語
』
が
角
川
文
庫
に
な
っ
て

版
を
重
ね
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
作
家
、
大
藤
信
郎
は
一
九
五
五
年
か
ら

五
九
年
に
か
け
て
『
古
事
記
』
に
因
ん
だ
作
品
を
五
作
続
け
て
発
表
す
る

な
ど
、
こ
の
時
期
、
記
紀
に
心
を
寄
せ
た
の
は
善
麿
だ
け
で
は
な
い
。
神

話
を
含
む
記
紀
の
説
話
は
、
戦
後
七
年
に
お
よ
ぶ
占
領
期
に
は
憚
ら
れ
た
。

よ
う
や
く
日
本
が
独
立
し
た
と
き
、
成
長
期
に
記
紀
の
説
話
に
慣
れ
親
し

ん
だ
世
代
の
胸
に
、
そ
の
世
界
が
生
き
生
き
と
蘇
っ
て
き
た
の
か
も
し
れ

な
い
。

　

さ
て
、
そ
う
し
て
上
代
文
学
と
戯
れ
る
よ
う
な
日
々
を
送
っ
て
い
た
善

麿
は
、
一
九
六
五
年
、
八
〇
歳
の
年
に
武
蔵
野
女
子
大
学
に
日
本
文
学
科

が
開
設
さ
れ
る
に
し
た
が
っ
て
依
頼
を
受
け
て
主
任
教
授
に
就
任
し
、

一
九
七
九
年
、
九
三
歳
で
退
く
ま
で
週
に
一
度
、
教
壇
に
立
ち
続
け
た
。

　

随
筆
を
除
く
善
麿
の
最
後
の
単
著
は
九
一
歳
の
年
に
刊
行
さ
れ
た
阿
倍

仲
麻
呂
研
究
『
天
の
原
ふ
り
さ
け
見
れ
ば
』（
一
九
七
六
）
で
、
や
は
り

上
代
の
人
物
に
心
を
寄
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
も
、
冒
頭
に
仲
麻

呂
に
成
り
代
わ
っ
た
二
一
首
に
よ
る
「
望
郷
古
逸
抄
」
が
「
序
に
代
え
て
」

と
し
て
お
か
れ
て
い
る
。「
あ
と
が
き
」
に
善
麿
は
、
こ
れ
を
「
老
境
懐
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古
の
す
さ
び
」
ま
た
「
日
中
文
化
交
流
の
小
さ
な
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
」
と
呼

ん
で
い
る
。
善
麿
は
早
く
か
ら
漢
詩
に
親
し
み
そ
の
現
代
日
本
語
訳
に
も

と
り
く
ん
で
き
た
。
一
九
五
六
年
に
日
本
中
国
文
化
交
流
協
会
が
創
立
さ

れ
る
と
理
事
と
な
り
後
に
は
顧
問
と
な
っ
て
、
日
中
国
交
正
常
化
の
後
は

最
初
の
訪
中
団
「
日
本
文
化
界
代
表
団
」
の
団
長
と
し
て
、三
度
に
わ
た
っ

て
中
国
を
訪
れ
も
し
た
。
そ
う
し
た
い
く
つ
か
の
川
が
、
海
に
い
た
っ
て

ひ
と
つ
に
な
る
よ
う
に
ま
と
ま
っ
た
最
後
の
著
作
で
あ
っ
た
。

八　

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
善
麿
と
『
萬
葉
集
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
善
麿
の
個
人

史
を
た
ど
る
こ
と
に
主
眼
を
お
い
た
。『
萬
葉
集
』に
特
に
関
心
の
な
か
っ

た
青
年
歌
人
、
土
岐
哀
果
は
、
神
経
衰
弱
の
治
療
の
た
め
に
『
作
者
別
萬

葉
全
集
』
に
取
り
掛
か
り
そ
の
過
程
で
『
萬
葉
集
』
の
研
究
家
で
あ
る
歌

人
の
佐
佐
木
信
綱
、
窪
田
空
穂
、
折
口
信
夫
と
交
わ
っ
て
影
響
を
受
け
、

自
ら
『
萬
葉
集
』
の
魅
力
に
目
覚
め
て
学
究
肌
の
歌
人
、
土
岐
善
麿
に
生

ま
れ
変
わ
っ
た
の
だ
っ
た
。
完
成
の
後
、
善
麿
は
『
萬
葉
集
』
後
の
「
萬

葉
調
」
の
短
歌
の
歴
史
を
探
求
し
、『
萬
葉
集
』
の
流
れ
を
汲
む
歌
人
と

し
て
注
目
し
た
源
実
朝
、
京
極
為
兼
、
田
安
宗
武
、
橘
曙
覧
の
評
伝
を
書

き
、
特
に
田
安
宗
武
に
つ
い
て
は
そ
の
研
究
に
没
頭
す
る
中
で
敗
戦
を
迎

え
た
。
戦
後
、
こ
の
研
究
に
よ
っ
て
博
士
号
を
受
け
た
善
麿
は
、
そ
の
後
、

大
学
の
教
壇
で
上
代
文
学
を
講
じ
、
萬
葉
時
代
の
人
々
に
思
い
を
め
ぐ
ら

し
な
が
ら
、
最
晩
年
ま
で
現
役
で
あ
り
続
け
た
。
三
〇
歳
の
『
萬
葉
集
』

と
の
出
会
い
が
決
定
づ
け
た
そ
の
後
の
六
〇
年
余
、
戦
中
戦
後
の
混
乱
を

も
『
萬
葉
集
』
へ
の
信
頼
を
軸
に
揺
ら
ぐ
こ
と
な
く
九
五
年
を
生
き
切
っ

た
人
生
で
あ
っ
た
。

　

善
麿
と
『
萬
葉
集
』
に
お
い
て
戦
争
と
の
か
か
わ
り
を
考
え
る
と
、
善

麿
は
『
萬
葉
集
』
が
戦
時
の
国
民
精
神
の
統
一
の
象
徴
と
し
て
の
役
割
を

帯
び
た
と
き
、
大
日
本
歌
人
協
会
の
理
事
と
し
て
そ
の
旗
振
り
役
を
務
め

た
一
人
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、『
萬
葉
集
』
の
作
品
や
、
そ
の
関
連
で
引

き
出
さ
れ
た
上
代
歌
謡
や
源
実
朝
、
京
極
為
兼
、
田
安
宗
武
、
橘
曙
覧
ら

へ
の
関
心
は
、
戦
時
の
目
的
の
潰
え
た
戦
後
も
変
わ
る
こ
と
な
く
深
化
し

て
い
っ
た
。
戦
争
へ
の
協
力
こ
そ
、
善
麿
に
と
っ
て
本
質
的
な
も
の
で
は

な
か
っ
た
と
は
い
え
、
戦
時
に
決
定
づ
け
ら
れ
た
『
萬
葉
集
』
に
日
本
の

国
民
精
神
の
本
質
や
短
歌
と
い
う
詩
形
へ
の
信
頼
の
根
拠
を
求
め
よ
う
と

す
る
思
い
は
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
善
麿
を
支
え
続
け
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
『
萬
葉
集
』
に
つ
い
て
、
善
麿
は
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
に
随
筆
を
寄
せ
る

機
会
も
多
く
、
夥
し
い
数
の
随
筆
を
書
い
た
。
単
著
だ
け
で
二
〇
点
ほ
ど

に
及
ぶ
随
筆
集
中
に
そ
れ
は
散
在
し
て
い
る
。そ
れ
ら
を
読
み
解
い
て
、善

麿
の『
萬
葉
集
』の
読
み
や
萬
葉
歌
人
観
、
ま
た「
萬
葉
調
」の
捉
え
方
に
つ

い
て
考
え
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

　

ま
た
、
善
麿
の
活
動
が
、
善
麿
の
生
き
た
時
代
、
特
に
戦
争
の
時
代
に

お
け
る
『
萬
葉
集
』
の
受
容
の
事
情
と
ど
う
関
係
し
て
い
た
か
に
つ
い
て
、

ま
た
、
近
現
代
の
短
歌
史
へ
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
の
検
討
も
、
今
後
改

め
て
と
り
く
む
必
要
が
あ
る
。

　

馬
場
あ
き
子
は
、
善
麿
の
新
作
能
に
つ
い
て
論
じ
る
文
脈
で
、
一
般
に

進
歩
的
な
人
は
伝
統
を
尊
重
す
る
こ
と
に
欠
け
、
伝
統
を
尊
重
す
る
人
は
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進
歩
的
思
想
に
欠
け
る
が
「
土
岐
さ
ん
に
は
進
歩
的
な
思
想
と
日
本
の
伝

統
を
尊
重
す
る
思
想
が
共
存
し
て
い
た
〔
…
〕
土
岐
さ
ん
に
お
い
て
の
み
、

こ
れ
が
二
つ
と
も
可
能
だ
っ
た
（
馬
場
二
〇
〇
二
、一
八
九

－

一
九
〇
頁
）」
と

語
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
善
麿
の
本
質
を
言
い
当
て
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
本
稿
は
、『
萬
葉
集
』
を
軸
と
し
て
善
麿
の
特
に
上
代
文
学
へ
の

敬
愛
の
深
さ
を
論
じ
た
。
そ
の
傍
ら
に
あ
る
「
進
歩
的
な
思
想
」
に
つ
い

て
、
た
と
え
ば
善
麿
は
『
萬
葉
集
』
を
ロ
ー
マ
字
に
し
た
い
と
志
し
、
生

涯
に
わ
た
っ
て
ロ
ー
マ
字
推
進
論
者
で
あ
り
続
け
た
こ
と
、
エ
ス
ぺ
ラ
ン

チ
ス
ト
で
も
あ
り
、
海
外
の
文
学
、
翻
訳
に
深
い
関
心
を
寄
せ
て
い
た
こ

と
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
考
え
た
い
と
思
う
。

注（
1
）
冷
水
（
一
九
八
五
）
は
橋
本
徳
寿
、岡
野
直
七
郎
、大
岡
博
が
『
萬
葉
集
』

に
触
れ
た
最
初
の
書
物
と
し
て
こ
れ
を
挙
げ
て
い
る
の
を
引
用
し
て
い
る
。

当
時
は
類
書
も
な
く
、
手
軽
に
読
め
る
も
の
と
し
て
一
般
に
迎
え
ら
れ
た
。

た
だ
し
、
一
九
三
二
年
五
月
に
澤
瀉
久
孝
・
森
本
治
吉
に
よ
る
「
萬
葉
歌

人
系
譜
」
二
枚
付
き
の
『
作
者
類
別
年
代
順　

萬
葉
集
』
が
出
て
か
ら
は
、

よ
り
信
頼
性
の
高
い
も
の
と
し
て
特
に
研
究
者
は
こ
ち
ら
を
参
照
し
た
と

い
う
（
小
松
靖
彦
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
）。
森
本
に
よ
る
「
自
序
」
に
は
、

一
九
二
七
年
七
月
末
に
、
ふ
と
思
い
つ
い
て
「
萬
葉
の
作
者
別
の
ご
く
正

確
な
の
を
出
し
て
久
松
〔
潜
一
〕
先
生
へ
借
金
を
お
か
へ
し
し
よ
う
で
は

な
い
か
」
と
妻
に
言
っ
た
の
が
、「
本
書
編
纂
の
動
機
」
で
あ
る
と
書
か
れ

て
い
る
。
善
麿
の
名
も
書
名
も
書
か
れ
て
い
な
い
が
、『
作
者
別
萬
葉
全
集
』

に
刺
激
さ
れ
て
編
ま
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
2
）
掲
出
歌
は
「
遠
く
か
ら
買
い
に
来
た
の
だ
か
ら
お
ま
け
を
し
て
く
れ
て

も
い
い
の
に
」
と
パ
ン
屋
の
娘
に
不
満
を
漏
ら
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
、

実
は
多
く
の
人
が
ふ
と
思
っ
て
も
言
わ
ず
に
お
く
「
は
し
た
な
さ
」
を
吐

露
す
る
よ
う
な
作
品
は
、
伝
統
的
な
和
歌
と
一
線
を
画
す
る

『N
A

K
IW

A
RA

I

』の
特
色
の
一
つ
だ
と
思
わ
れ
る
。

（
3
）
許
可
を
得
て
売
っ
た
父
の
蔵
書
の
中
に
『
萬
葉
集
』
が
含
ま
れ
て
い
た
。

「
古
本
屋
は
『
萬
葉
集
な
ど
は
ス
タ
リ
モ
ノ
で
す
』
と
い
つ
て
、
ウ
ン
と
安

く
持
つ
て
い
つ
た
」
と
い
う
（
土
岐
一
九
一
五
、二
一
頁
）。

（
4
）
小
川
（
二
〇
一
二
）
に
よ
る
と
、
一
九
一
五
年
ま
で
に
『
萬
葉
集
』
の

評
釈
は
一
八
九
二
年
の
畠
山
健
『
萬
葉
集
釈
義
』
以
来
、
正
岡
子
規
、
長

井
金
風
、
森
田
義
郎
、
伊
藤
左
千
夫
、
千
勝
義
重
、
井
上
頼
文
ら
に
よ
る

も
の
が
公
刊
さ
れ
て
い
た
。
佐
佐
木
信
綱
の
『
萬
葉
集
選
釈
』（
一
九
一
六
）、

折
口
信
夫
『
口
訳
萬
葉
集
』（
一
九
一
七
）
は
善
麿
の
『
作
者
別
萬
葉
短
歌

全
集
』
直
後
の
刊
行
で
あ
る
。
善
麿
の
「
思
い
付
き
」
は
、こ
の
時
期
の
『
萬

葉
集
』
へ
の
関
心
の
高
ま
り
と
同
期
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

（
1
）
ロ
ー
マ
字
運
動
家
で
も
あ
っ
た
土
岐
哀
果
は
、『
萬
葉
集
』
を
ロ
ー
マ
字

書
き
に
し
た
い
と
考
え
て
い
た
。
し
か
し
佐
佐
木
信
綱
に
相
談
し
て
、
プ

フ
ィ
ッ
ツ
マ
イ
ヤ
ー
や
デ
ィ
キ
ン
ズ
の
萬
葉
研
究
に
も
接
し
、
そ
の
困
難

を
知
っ
て
断
念
し
た
（
土
岐
一
九
一
五
、二
四
頁
）。

（
6
）『
作
者
別
萬
葉
短
歌
全
集
』
の
巻
末
に
、
佐
佐
木
信
綱
が
「
鹿
持
雅
澄
小

伝
」
を
寄
稿
し
て
い
る
。
鹿
持
雅
澄
（
一
七
九
一

－

一
八
五
八
）
は
、
長

期
に
わ
た
っ
て
『
古
義
』
を
書
き
上
げ
た
が
、
生
前
に
は
上
梓
さ
れ
ず
、
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維
新
後
、
一
八
七
九
年
に
な
っ
て
宮
内
庁
よ
り
公
刊
さ
れ
た
。
江
戸
時
代

末
の
著
作
が
、
明
治
の
青
年
、
善
麿
に
は
同
時
代
性
を
も
っ
て
い
た
こ
と

を
思
う
と
、
改
め
て
善
麿
の
仕
事
の
新
し
さ
が
思
わ
れ
る
。

（
7
）
佐
佐
木
信
綱
は
『
萬
葉
集
選
釈
』（
一
九
一
六　

明
治
書
院
）、『
校
本
萬

葉
集
』（
一
九
二
五　

校
本
萬
葉
集
刊
行
会
）
等
の
『
萬
葉
集
』
研
究
で
知

ら
れ
る
。
た
だ
し
、
善
麿
が
相
談
し
た
時
点
で
は
、
こ
れ
ら
は
刊
行
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
。

（
8
）『
作
者
別
萬
葉
短
歌
全
集
』
の
巻
末
に
は
「
近
刊
予
告
」
と
し
て
「
土
岐

哀
果
編
著　

萬
葉
長
歌
全
集　

附　

萬
葉
作
者
小
伝
、
起
句
索
引
」
と
書

か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
実
現
し
な
か
っ
た
。

（
9
）
作
歌
を
中
断
し
た
一
九
一
九
年
か
ら
一
九
二
三
年
ま
で
の
期
間
、
善
麿

は
石
川
啄
木
全
集
の
編
纂
や
ロ
ー
マ
字
に
よ
る
種
々
の
編
著
に
力
を
注
い

だ
。
自
選
歌
集
『
土
岐
哀
果
集
』（
新
潮
社
）
を
一
九
一
七
年
に
出
し
た
の

は
、
短
歌
に
終
止
符
を
打
つ
つ
も
り
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
11
）
関
東
大
震
災
で
、
窪
田
空
穂
の
自
宅
は
焼
失
を
免
れ
た
が
、
そ
の
悲
惨

な
状
況
を
写
し
取
る
よ
う
に
描
い
た
連
作
が
『
鏡
葉
』（
一
九
二
六
）
に
収

め
ら
れ
て
い
る
。

（
11
）
一
九
四
〇
年
六
月
、
五
五
歳
の
善
麿
は
朝
日
新
聞
社
の
定
年
退
職
記
念

に
歌
集
『
六
月
』
を
刊
行
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
中
の
「
遺
棄
死
体
数

百
と
い
ひ
数
千
と
い
ふ
い
の
ち
を
ふ
た
つ
も
ち
し
も
の
な
し
」
な
ど
が
時

局
批
判
だ
と
し
て
糾
弾
さ
れ
、
太
田
水
穂
、
吉
植
庄
亮
、
齋
藤
瀏
が
、
大

日
本
歌
人
協
会
の
臨
時
会
議
で
「
一
部
の
理
事
」
が
国
家
の
非
常
時
に
お

け
る
新
体
制
に
応
じ
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
協
会
の
解
散
を
要
求
し
た
。

同
年
十
一
月
六
日
、
善
麿
は
議
長
席
で
彼
ら
の
要
求
を
受
け
入
れ
解
散
を

決
定
し
た
。
こ
れ
が
「
大
日
本
歌
人
協
会
解
散
事
件
」
で
、
こ
れ
を
機
に

善
麿
は
戦
時
中
の
歌
壇
と
距
離
を
と
る
よ
う
に
な
っ
た
。

（
12
）「
東
野
荘
」
は
、
善
麿
一
家
の
疎
開
先
、
埼
玉
県
三
俣
村
の
新
井
家
の
離

れ
に
善
麿
が
つ
け
た
愛
称
。

（
13
）
土
岐
（
一
九
四
七
）
巻
末
の
広
告
等
に
よ
る
と
『
田
安
宗
武
』
は
全
五

巻
の
計
画
で
あ
っ
た
。
本
稿
で
紹
介
し
た
第
一
冊
「
歌
作
歌
論
」、
第
三
冊

「
古
語
要
略
」
の
ほ
か
第
二
冊
は
「
古
典
論
註
」
で
、「
伊
勢
物
語
註
」「
小

倉
百
首
童
蒙
訓
」「
徒
然
草
評
論
」、
第
四
冊
は
「
諸
著
要
略
」
で
、「
有
職

故
実
」
な
ど
が
収
め
ら
れ
た
。
第
五
冊
は
「
国
学
余
論
」
の
予
定
で
あ
っ

た
が
、
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
。
田
安
宗
武
の
著
作
を
ま
と
め
て
論
ず
る
書

物
は
現
在
も
善
麿
の
も
の
以
外
に
は
見
当
た
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。

（
14
）『
新
萬
葉
集
』
は
今
日
、
顧
み
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
い
。
二
〇
一
七
年
十

月
末
か
ら
十
二
月
初
め
に
か
け
て
堺
市
の
「
さ
か
い
利
晶
の
杜
」
に
お
い

て
「
万
葉
集
の
人ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム

間
主
義
─
不
安
な
未
来
へ
の
希
望
を
求
め
て
─
」
と
題

し
た
「『
新
萬
葉
集
』
刊
行
八
十
周
年
記
念
展
」
が
催
さ
れ
た
の
が
、
数
少

な
い
紹
介
例
で
あ
る
。
全
一
一
巻
に
は
、
明
治
か
ら
昭
和
の
日
中
戦
争
前

ま
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
の
生
活
か
ら
生
ま
れ
た
作
品
が
選
ば
れ
て
結
集

し
て
お
り
、
読
み
継
ぐ
価
値
は
十
分
に
あ
る
。

（
11
）
戦
後
早
期
の
四
季
の
名
を
冠
し
た
四
歌
集
の
収
録
歌
数
は
合
計
九
四
三

首
。『
春
野
』
の
「
は
し
が
き
」
に
善
麿
は
「
混
迷
の
秋
か
ら
、
期
待
の
夏

へ
、
反
省
の
冬
か
ら
、
希
望
の
春
へ
」
と
書
い
た
。
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岐
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岐
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岐
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萬
葉
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岐
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萬
葉
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岐
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岐
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萬
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＊
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岐
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岐
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岐
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〇
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岐
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（
一
九
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田
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土
岐
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麿
（
一
九
六
八
）『
新
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京
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兼
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角
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店

土
岐
善
麿
（
一
九
七
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）『
土
岐
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光
風
社
書
店

土
岐
善
麿
（
一
九
七
一
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京
極
為
兼
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本
詩
人
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筑
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書
房

土
岐
善
麿
（
一
九
七
五
）『
土
岐
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話
』
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下
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社
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岐
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（
一
九
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六
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社

【
謝
辞
】

　

本
稿
は
、
二
〇
一
九
年
九
月
二
十
一
日
（
土
）
に
青
山
学
院
大
学
青
山
キ
ャ

ン
パ
ス
に
て
行
わ
れ
た
「
戦
争
と
『
萬
葉
集
』」
研
究
会
に
お
け
る
口
頭
発
表

「
一
九
四
〇
年
代
の
土
岐
善
麿
」
に
基
づ
き
当
日
の
参
加
者
の
皆
様
か
ら
の
コ
メ

ン
ト
を
反
映
し
つ
つ
、『
萬
葉
集
』
と
の
関
係
に
焦
点
を
絞
っ
て
書
き
下
ろ
し
た

も
の
で
す
。
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
小
松
（
小
川
）
靖
彦
氏
を
は
じ
め
参
加

者
の
み
な
さ
ま
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
小
松
氏
に
は
そ
の
後
も
電
子
メ
ー
ル

で
ご
指
導
を
仰
ぎ
ま
し
た
。
ま
た
、
歌
人
の
森
山
晴
美
氏
か
ら
善
麿
の
短
歌
や

資
料
の
読
み
に
つ
い
て
の
貴
重
な
ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
。
善
麿
の
著
作
に
つ

い
て
は
ご
遺
族
か
ら
の
寄
贈
を
含
む
日
本
近
代
文
学
館
の
蔵
書
を
活
用
い
た
し

ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

 

（
か
わ
じ
・
ゆ
か
／
杏
林
大
学
特
任
教
授
）


